
定期報告（ウルグアイ政務・経済：２０２３年７月） 

 

【ポイント】 

内政 

●５日、国会は、政府が提出した法案「水緊急基金（Fondo de Emergencia Hidrica）」の創設を重大かつ緊急の

案件として承認。 

 

外交 

●３日～４日、ラカジェ・ポウ大統領及びブスティージョ外相は、アルゼンチンのプエルト・イグアス市で開催され

た第６２回メルコスール首脳会合及び共同市場理事会（CMC）に出席。 

●１１日、ガルシア国防大臣及びフルトン当地米国大使は、米国がウルグアイに供与したヘリコプターBELL２１２

の供与式に出席。 

●１８日、ラカジェ・ポウ大統領は、ブリュッセルで開催された EU-CELAC首脳会合に出席。 

●ウルグアイ及び EU は、再生可能エネルギー、エネルギー効率、及びグリーン水素における協力に関する覚

書に署名。 

●１８日、メルコスール加盟国外相らは、ドムブロウスキス欧州委員会上級副委員長兼貿易担当欧州委員との

会談を実施。 

 

経済 

●６月の消費者物価指数（CPI）は、０．４６％低下し、過去１２か月の累積インフレ率は、５．９８％となった。 

●６日、当国中銀は、政策金利を１１．２５％から１０．７５％に引き下げる旨決定。 

 

【本文】 

１ 内政 

（１）CIFRA 社による支持政党世論調査 

 ４日、世論調査会社 CIFRA 社は、６月１５日から７月２日にかけて全国１，００９名の次期大統領選有権者を対

象に実施した支持政党に関する世論調査結果を発表（誤差±３．１％）。同世論調査結果は以下のとおり。 

ア 全国 

a 与党国民党：２７％ 

b 野党拡大戦線（FA）：４４％ 

c 連立与党コロラド党：６％ 

d 連立与党カビルド・アビエルト党：２％ 

e 連立与党独立党：１％ 

f 連立与党またはその他の同盟を組む政党と回答：２％ 

g 未決・白票・その他：１８％ 

 

イ モンテビデオ 

a 与党国民党：１８％ 

b 野党 FA：５３％ 



c 連立与党：１１％ 

d 未決・白票：１８％ 

 

ウ モンテビデオ以外の県 

a 与党国民党：３３％ 

b 野党 FA：３９％ 

c 連立与党：１０％ 

d 未決・白票：１８％ 

（２）水緊急基金の承認 

 ５日、国会は、政府が提出した法案「水緊急基金（Fondo de Emergencia Hidrica）」の創設を重大かつ緊急の案

件として承認。２０２０年１２月制定の国家予算法により、緊急の場合、国会で承認されたその年の純借入額の

基準額を３０％増額することが可能となっている。同水緊急基金は、国際・多国間金融機関からの一定の資金、

非国家公共団体からの拠出金、国内外からの寄付金、及び必要に応じて一般歳入から捻出される。 

（３）CIFRA 社によるラカジェ・ポウ大統領の支持率に関する世論調査 

 １１日、世論調査会社 CIFRA 社は、６月１５日～７月２日にかけて全国１，００９名の次期大統領選有権者（注：

１７歳以上。）を対象に実施したラカジェ・ポウ大統領の支持率に関する世論調査結果を発表（誤差±３．１％）。

支持：４８％、不支持：４０％、無回答：１２％となった。 

（４）FACTUM社による支持政党に関する世論調査 

 １３日、世論調査会社 FACTUM 社は、６月２１日から６月２８日にかけて全国９００名の次期大統領選有権者を

対象に実施した支持政党に関する世論調査結果を発表（誤差±３．３％）。同世論調査の結果は以下のとおり。 

ア 与党国民党：２６％ 

イ 野党 FA：４０％ 

ウ 連立与党コロラド党：９％ 

エ 連立与党カビルド・アビエルト党：７％ 

オ 連立与党独立党：４％ 

カ その他の政党：４％ 

キ 白票・無効票：３％ 

ク 未決：７％ 

 

２ 外交 

（１）ブスティージョ外相の第６２回メルコスール共同市場理事会（CMC）通常会合出席 

 ３日、ブスティージョ外相は、アルゼンチンのプエルト・イグアス市で開催された第６２回メルコスール共同市場

理事会（CMC）通常会合に出席。ブスティージョ外相は、非自動輸入許可制度の実施により、ウルグアイがアル

ゼンチン市場へのアクセスが厳しく制限されていることや、ウルグアイには１０年以上も前からメルコスール加盟

国との貿易赤字があること、メルコスールの域外関係は良好とは言えないこと、ウルグアイは常に如何なる交渉

においても、メルコスール加盟国と共に交渉を行うことが望ましいが、唯一許容できないのは保守主義であるこ

と等につき発言した。 

（２）ラカジェ・ポウ大統領の第６２回メルコスール首脳会合出席 

 ３日～４日、ラカジェ・ポウ大統領は、アルゼンチンのプエルト・イグアス市で開催された第６２回メルコスール首



脳会合及び共同市場理事会（CMC）に出席。ラカジェ・ポウ大統領は、これからもメルコスールの柔軟化の必要

性を主張し続けると述べ、国民が必要と感じていることは、柔軟化、近代化、及び世界への開放であると強調し

た。 

（３）米国によるヘリコプターの供与 

 １１日、ガルシア国防大臣及びフルトン当地米国大使は、米国がウルグアイに供与したヘリコプターBELL２１２

の供与式に出席。推定２００万ドルの同ヘリコプターの供与は、国連平和維持活動（PKO）に参加する諸国を支

援するための米国の国際プログラムの一環である。ガルシア国防大臣は、本ヘリコプターは第５飛行部隊に組

み入れられ、ウルグアイ空軍の能力強化を可能とすると述べ、ウルグアイ軍が PKO 活動のため派遣されている

コンゴ（民）に同ヘリコプターを送るか、衛生品の搬送、捜索と救助、消防活動等に使用する目的で国内に残す

可能性があるとした。 

（４）ラカジェ・ポウ大統領の各種会談 

 １７日、ラカジェ・ポウ大統領は、ブスティージョ外相及びアルベレチェ経済財務大臣とともに、ミシェル欧州理事

会議長と会談を行い、その後ゴールドファイン IDB 総裁と会談を実施した。１８日、ラカジェ・ポウ大統領は、フォ

ン・デア・ライエン欧州委員長と会談を実施した他、マクロン仏大統領、メローニ伊首相、及びミシェル欧州理事

会議長との会談も行った。 

（５）ラカジェ・ポウ大統領の第３回 EU-CELAC 首脳会合出席 

 １８日、ラカジェ・ポウ大統領は、ブリュッセルで開催された第３回 EU-CELAC 首脳会合に出席。同大統領は演

説の中で、２５年間の交渉に及んだEUメルコスールFTAを具体化する必要があると述べ、今こそ前進すべき時

だと発言した。またラカジェ・ポウ大統領は、ウルグアイの民主主義度、人間開発、環境への配慮、制度的な強

靱性、及び法の尊重を強調した。 

（６）再生可能エネルギー分野の協力に関する覚書への署名 

 ウルグアイ及び EU は、再生可能エネルギー、エネルギー効率、及びグリーン水素における協力に関する覚書

に署名を行った。本署名により、ウルグアイ及び EU は、再生可能エネルギーに関する交渉を成功裏に終えた。

本覚書による制度は、ウルグアイをグリーン水素供給国として強化し、このエネルギー分野における貿易の共通

の枠組を確立するための進歩を確かなものにするという。 

（７）EU メルコスール FTA締結に向けた共同宣言への署名 

 １８日、メルコスール加盟国外相らは、ドムブロウスキス欧州委員会上級副委員長兼貿易担当欧州委員との

会談を実施し、「２０２３年末までに」EU メルコスール両ブロックが FTA 締結に向けて取り組む意向を再確認した

共同宣言に署名を行った。同共同宣言では、EU メルコスールの代表者らは、「各国の優先事項と懸念事項に従

い、すべての課題を解決する」ことを約束すると述べている。また、同共同宣言には、「共通の課題に共に立ち向

かい、持続可能な発展を基盤とした関係を有するための、より強固な貿易及び政治パートナーシップに向けた柱

となることを強調した。」と加えられている。 

（８）姉妹都市協定締結意向の署名 

 ２６日、アルベルトーニ外務次官は、エチェベリア・フローレス県知事が中国湖北省の神農架林区長と行ったテ

レビ会議に同席。同会議では、神農架林区とフローレス県トリニダード市間の姉妹都市協定締結に向けた意向

を示す署名が行われた。 

（９）第２回南アフリカ・ウルグアイ政策協議 

 ２６日、アルベルトーニ外務次官は、当国を訪問したアルヴィン・ボーツ南アフリカ国際関係・協力副大臣と第２

回南アフリカ・ウルグアイ政策協議を実施。同メカニズムは、２０１５年３月に署名した覚書に盛り込まれており、



第１回は２０２２年５月にプレトリアで開催された。今次協議において両国は、二国間の主要な経済的及び政治

的側面について対話し、地域及びグローバルな問題に関するビジョンについて意見交換を行った。 

 

３ 経済 

（１）インフレ率の低下 

 ６月の消費者物価指数（CPI）は、０．４６％低下し、過去１２か月の累積インフレ率は、５．９８％となった。今次

年間 CPI 上昇率は、２０１７年９月以来の低水準であり、インフレ率は２０２１年５月以降初めて目標値である３％

から６％の間に収まった。 

（２）政策金利の引下げ 

 ６日、当国中銀は、政策金利を１１．２５％から１０．７５％に引き下げる旨決定した。今次決定は、急激なインフ

レの低下と、アナリスト、企業家、及び市場が抱く期待インフレ率の若干の低下を考慮したものである。 

 

４ 要人往来 

（１）往訪 

・３日～４日：ラカジェ・ポウ大統領のアルゼンチン訪問（第６２回メルコスール首脳会合、第６２回メルコスール共

同市場理事会（CMC）通常会合出席。）。 

・３日～４日：ブスティージョ外相のアルゼンチン訪問（第６２回メルコスール首脳会合、第６２回メルコスール共同

市場理事会（CMC）通常会合出席。）。 

・１５日～１９日：アルベレチェ経済財務大臣のベルギー訪問（第３回 EU-CELAC 首脳会合出席。）。 

・１６日～２０日：ラカジェ・ポウ大統領のベルギー訪問（第３回 EU-CELAC 首脳会合出席。）。 

・１６日～２０日：ブスティージョ外相のベルギー訪問（第３回 EU-CELAC 首脳会合出席。）。 

・２７日～３０日：マットス農牧水産大臣のアルゼンチン訪問（第１３５回国際農牧産業展覧会開会式出席。）。 

（２）来訪 

・２６日：アルヴィン・ボーツ南アフリカ国際関係・協力副大臣の当地訪問（第２回南アフリカ・ウルグアイ政策協議

出席。）。 


